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昭
和
五
十
四
年
六
月
十
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日
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質
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第

四

一
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
四
年
六
月
十
三
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

灘 
尾 

弘 

吉 
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提 

出 
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木 
 

原 
 
 

実 

 

一 

 



 

一
イ 

説
明
会
を
開
い
た
と
回
答
し
て
い
る
が
、
説
明
会
を
要
求
し
て
も
実
施
し
な
か
つ
た
千
葉
市
真
砂
五
丁
目

町
内
会
・
真
砂
第
一
町
内
会
が
あ
る
。
又
、
サ
ン
ハ
イ
ツ
マ
ン
シ
ョ
ン
・
稲
毛
海
岸
住
宅
地
区
・
海
浜
ビ 

 
 

レ
ッ
ジ
等
の
ま
つ
た
く
実
施
し
な
か
つ
た
自
治
会
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
、
要
求

が
あ
れ
ば
話
し
合
う
の
か
、
回
答
願
い
た
い
。
な
お
、
環
境
汚
染
予
測
に
つ
い
て
は
住
民
へ
の
説
明
は
、
大

気
に
関
し
て
は
説
明
会
資
料
の
二
十
八
～
三
十
三
ペ
ー
ジ
の
六
ペ
ー
ジ
で
あ
り
、
騒
音
に
関
し
て
は
十
一
、

十
三
、
十
四
ペ
ー
ジ
の
三
ペ
ー
ジ
の
み
で
、
と
て
も
ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
は
言
え
な
い
貧
弱
な
も
の
で
あ
る
。 

 
昨
十
二
日
内
閣
衆
質
八
七
第
二
九
号
を
も
つ
て
答
弁
を
受
領
し
た
が
、
更
に
次
の
と
お
り
質
問
を
す
る
。 

も
つ
と
詳
し
い
報
告
書
を
住
民
に
説
明
す
る
意
思
が
あ
る
か
、
又
、
計
算
の
委
託
先
、
計
算
を
実
施
す
る
に

当
た
り
相
談
し
た
先
生
の
名
前
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

東
京
湾
岸
道
路
の
建
設
に
伴
う
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

二
イ 

な
ぜ
疫
学
調
査
を
行
う
考
え
は
な
い
の
か
。
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
四
日
市
・
水
島
地
域
の 

ニ 

建
設
省
は
、
真
砂
・
検
見
川
・
稲
毛
・
宮
野
木
地
区
に
つ
い
て
県
の
環
境
保
護
の
施
策
で
あ
る
公
害
防
止

計
画
に
適
合
さ
せ
る
意
思
は
な
い
の
か
。 

ロ 
環
境
予
測
手
法
に
つ
い
て
、
そ
の
差
異
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
旨
の
質
問
に
答
え
て
い
な
い
の
で
再
度
質

問
す
る
。 

ハ 

回
答
が
質
問
の
内
容
と
異
な
る
の
で
、
再
度
確
認
す
る
。
こ
の
回
答
か
ら
真
砂
・
検
見
川
・
稲
毛
・
宮
野

木
・
幕
張
・
谷
津
・
若
松
地
区
は
環
境
測
定
の
実
測
値
と
環
境
汚
染
予
測
の
計
算
値
の
照
合
を
行
つ
て
い
る

の
か
、
い
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
又
、
す
べ
て
の
工
場
・
ビ
ル
・
一
般
家
庭
等
を
含
ん
だ
も
の
を

計
算
に
入
れ
な
い
で
環
境
汚
染
予
測
を
や
つ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
か
ど
う
か
。
更
に
環
境
基
準
に
適
合
す

る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
も
適
切
な
判
断
を
し
て
い
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
根
拠
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ 

る
。 

四 

 



 

ニ 

Ｎ
Ｏ
に
つ
い
て
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
、
と
は
守
る
強
い
意
思
が
あ
る
か
な
い
か
明
ら
か

に
さ
れ
た
い
。
現
状
の
Ｎ
Ｏ
の
環
境
濃
度
が
検
見
川
・
若
松
・
宮
野
木
地
区
で
環
境
基
準
の
上
限
値
の
旧
平

均
値
〇
・
〇
六
ｐ
ｐ
ｍ
と
非
超
過
確
率
で
の
九
八
％
値
は
年
平
均
値
で
〇
・
〇
二
三
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
て
い
る 

よ
う
な
公
害
病
を
今
後
だ
さ
な
い
た
め
に
も
沿
線
住
民
は
調
査
を
望
ん
で
い
る
。
要
求
が
あ
れ
ば
調
査
を
行

う
意
思
は
あ
る
か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ロ 

静
安
は
十
分
に
保
つ
て
い
る
と
言
つ
て
い
る
が
、
そ
の
数
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
又
、
交
通
事
故
防

止
に
つ
い
て
は
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
配
慮
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

ハ 

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
解
明
を
行
い
、
湾
岸
道
路
の
影
響
が
な
い
と
判
断
し
て
か
ら
計
画

を
決
め
、
工
事
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。
又
、
一
番
大
切
な
社
会
問
題
と
な
つ
て
い
る
光
化
学
オ

キ
シ
ダ
ン
ト
の
生
成
影
響
の
調
査
を
行
う
べ
き
と
住
民
は
訴
え
て
い
る
が
、
住
民
の
意
思
を
尊
重
す
る
つ
も

り
は
な
い
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

2  

2 

五 

 



 

 

三 

理
解
が
得
ら
れ
な
い
た
め
住
民
約
一
万
名
近
く
（
日
本
一
多
数
）
が
公
害
審
査
会
に
調
停
申
請
し
て
い
る
が
、

十
分
誠
意
を
も
つ
て
工
事
着
工
前
に
合
意
を
得
る
意
思
が
あ
る
の
か
ど
う
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 

が
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
し
て
下
げ
、
更
に
こ
こ
に
現
状
の
三
倍
以
上
の
交
通
量
の
日
本
一
の
大
幹
線
道
路

を
作
つ
て
も
環
境
基
準
内
に
入
る
浄
化
方
法
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
幕
張
地
区
の
開
発
に
対
す
る
リ
サ
ー

ブ(

余
裕)
は
騒
音
で
ど
の
程
度
（
ホ
ー
ン
若
し
く
は
Ａ
特
性
デ
シ
ベ
ル
）
、
Ｎ
Ｏ
ほ
ど
の
程
度(

ｐ
ｐ
ｍ)

で
あ

る
の
か
回
答
願
い
た
い
。
Ｓ
Ｏ
に
つ
い
て
も
、
今
年
度
東
京
・
千
葉
・
神
奈
川
で
環
境
基
準
を
超
え
て
い
る

が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
リ
サ
ー
ブ
（
余
裕
）
は
い
く
ら
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 
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六 


